
目手久立踊（八月踊り）
め て ぐ たちおどり

【所 在 地】大島郡伊仙町目手久（目手久民謡保存会）

【種 別】県指定無形民俗文化財

【指定年月日】平成27年４月17日

徳之島では集落ごとに八月踊りが伝承され，集落の祭りや行事等で盛んに踊られてきた。

伊仙町目手久で伝承されている八月踊りは，立踊とも呼ばれ，旧暦７月の浜下り，集落の

祭り・行事や祝い事の際に踊り継がれている。

男性を内，女性を外に円形の隊形で踊られ，太鼓の響き，男女の声の重なり，テンポの

加速が特徴である。歌は男性が歌い出し，男性から女性へと歌い継ぎ，この間一貫してテ

ンポを上げていき，テンポを上げきったところで太鼓の乱打とともに終わる。終始隊形を

崩さず整った様式美を感じさせる。

現在は，集落の祭り・行事等で踊られるほか，町内外の芸能祭等にも出演し，海外の公

演でも上演している。

踊りは，伊仙町の目手久集落を中心に昭和44年に結成された保存会が伝承し，踊りの映

像記録にも取り組むなど伝承活動も活発に行っている。

徳之島の八月踊りでは，目手久立踊の他に「井之川夏目踊り」も県指定無形民俗文化財

に指定されている。
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